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奈良県高等学校総合体育大会弓道競技

団体 男子 橿原高校H チーム、女子 西の京高校

A チームが優勝

第６９回奈良県高等学校総合体育大会弓道競技が

平成２８年９月１０日・１１日・２２日に橿原公苑弓

道場で開催されました。１０日に西部、１１日に東部

にわかれて予選が行われ、各自が４射を行い、個人戦

は男女とも３中以上で予選通過、団体戦は３人立で、

男子６中、女子５中以上で予選通過が決まりました。

そして２２日に個人・団体の準決勝、決勝が行われま

した。団体準決勝は、予選を通過した男子１８チーム、

女子２５チームにより、３人立で各自４射、チーム

１２射で行われました。決勝は、上位６チームによる

トーナメント戦です。個人準決勝は、予選を通過した

男子３１人、女子２８人が各自４射で、３中以上の者

で決勝射詰を行いました。結果は次の通りです。

男子個人入賞

１位 松田湧太（橿原高校）２位 山下尚輝（橿原高校）

３位 濱田崚太 (橿原高校)

左側から 3 位・濱田、1 位・松田、2 位・山下の各選手

女子個人入賞

１位 大前沙也加（橿原高校）２位 久保沙織（五條高

校）３位 西 翠（高田商業高校）

左側から 3 位・西、1 位・大前、2 位・久保の各選手

男子団体入賞

１位 橿原高校 H チーム

山田拓磨・長田勇士・松田湧太

２位 高田商業 A チーム

山下翔太郎・谷尾敦史・渡邊大祐

３位 橿原高校 G チーム

西田友樹・笠井大世・濱田崚太

３位 平城高校 A チーム

宮本一輝・廣田宥斗・中村陸

前列 橿原Ｈ 山田・長田・松田、 高田商業Ａ 山下・谷尾・

渡邊、 後列 橿原Ｇ 西田・笠井・濱田、 平城Ａ 宮本・

廣田・中村の各選手

女子団体入賞

１位 西の京高校 Aチーム

丸尾逸稀・水谷桃子・小木曽美沙・安地夏海

２位 西の京高校 Gチーム

竹田麻里奈・宮田愛梨・西廼智都

３位 郡山高校 A チーム

上山優希子・吉川和菜・横前茉奈美・中川奏海

３位 郡山高校 B チーム

水内野々華・松本彩矢花・中岡茉優

前列 西の京Ａ 丸尾・水谷・小木曽, 西の京Ｇ 竹田・宮田・

西廼, 後列 郡山Ａ 上山・吉川・横前, 郡山Ｂ 水内 松本・

中岡の各選手        （高体連 藤村 佳照）
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全国でトップクラスの選手になりたいという夢

小学校時代から体育が得意なスポーツ少年だったこ

ともあり、体育の先生になろうと、天理大学の体育学

部に入学。大学時代は武道を経験しようと思っていま

した。そして学生時代に全国でトップクラスの選手に

なりたいという強い夢を持っていたのです。天理大学

には柔道、剣道、弓道、空手道の 4 つのクラブがあっ

た。皆さんご存知のように、天理大学の柔道部は全国

的に有名な名門であり、高校からの経験者が多くお

り、活躍できる場はないと判断。剣道部も同様。とい

うことで残りの二つに絞りました。まずは弓道部を訪

問、見学し、そのまま入部する羽目に。1968 年 4月の

ことです。

2 回生秋まではレギュラーに成れず失意の時代

最初は徒手、素引き、巻き藁といった、体を動かすこ

とが少ない練習ばかりの毎日、元気の良い私はとても

つらく感じていました。ところが 1 回生の 6 月にあっ

た関西学生選手権大会には個人として出場させても

らうことができたのです。そして、2 回生に進学する

前の春合宿の際、私の射形が良いと褒められたことが

ありました。そのこともあって練習にますます熱が入

りました。ところが 5月の全日本の大会の選手に選ば

れなかったのです。これは大変なショックでした。さ

らに夏の全日本学生選手権秋のリーグ戦にもレギュ

２回生の時、天理大学弓道部での練習風景。当時は裸足

で弓を引いていました。

ラーに選ばれなかったのです。辛い時期でした。「西

浦は精神的に弱い」というのが当時のコーチの判断で

した。

関西学生リーグ戦で個人 的中率が第 1 位に

幸いにも 2回生のリーグ戦の 2戦目にレギュラーに選

ばれるというチャンスが巡ってきました。そして「20

射皆中！」という結果を出せたのです。他選手の的中

を気にすることなく、自分の射に集中できたことを今

でも覚えています。その時に出場したリーグ戦の４試

合中、2 試合で皆中できたのです。そして、関西学生

リーグ戦の選手の中で、的中率が第 1 位という結果を

残せました。関西学生リーグ戦の出場選手中的中率の

良い上位 5 名が 11 月に伊勢神宮で開催される全日本

学生東西対抗戦に出場できました。対抗戦では残念な

がら 20射 15中で入賞は果たせませんでした。しかし、

以降も安定した成績を維持でき、3 回生、4 回生時に

も、全日本学生東西対抗戦に出場できました。

4 回生の時に天理大学が念願の 2 部リーグ優勝

学生弓道においては、10 月から始まる秋のリーグ戦が

最も大切な試合です。天理大学は当時 2部リーグでし

たが何とか1部に復帰したいという目標を持っていま

した。私の 3 回生、4 回生の時の練習を振り返ります

と、9 月からは毎日 4 時半から 7 時過～8 時まで合同

練習です。しかし、私はその後、いったん夕食のため

に下宿に帰り、再び 10 時に道場に戻り、一人で練習

を重ねました。星的の中黒に 4本詰めるまで、射込み

ました。深夜 12 時～1 時になることは度々でした。（い

ま明かしますが、深夜の練習時に弁当を差し入れてく

れた同期の女性部員が居ました。それが今の妻です。）

このような努力が実り、4 回生の時にやっと 2 部リー

グで天理大学は優勝し、次年度 1 部リーグ復帰に貢献

できたのです。

「当たったからすべて」でいいのかと自問

学生スポーツの頂点を極めたいという夢を一応果た

し、有頂天になっていた 4 回生の秋、ある出来事があ

りました。4 年間一度もレギュラー選手になることが

なかった同級生が道場で、黙々と練習している姿に接

したのです。結果を出せなくとも、稽古を継続するこ

との意義を考え、「当たったからすべて」でいいのか

ということを自問するきっかけとなったのです。

弓道一筋の学生時代
                      奈良県弓道連盟副会長 教士七段 西浦 範光
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全日本男子弓道選手権大会に参加して

まだまだ修練を積まねばならないと痛感

９月１６日から１８日、東京都、明治神宮の全日本

弓道連盟中央道場において開催されました、天皇盃

『第６７回全日本男子弓道選手権大会』に参加してき

ました。結果は申し訳ないですが予選落ちでした。

本来はここで報告終了、原稿完成ですが、壮行会で

伝えられなかった事を少し書きます。私の考えです

が、審査は『常日頃の、自分の弓への取り組みを審査

員に観ていただき、修練の方法が間違っているかどう

か、修練の度合いは足りているか判断していただく

場』と思っています。「日頃、こんな稽古をしていま

す」というのが審査員に伝われば良いのです。

ですが天皇盃は『自分の目標とするものを体現して

提示して、それを採点して可視化していただく場』と

思っています。 要は力不足。まだまだ修練を積まね

ばならないと痛感した次第ですが、採点で高得点を得

るのは『垢抜けて洗練された弓』もありますし、『そ

の人にしか出来ないオンリー・ワンな弓』もあると思

います。採点審判員の心の琴線に触れる弓を表現でき

る選手が予選通過出来るのでしょう。

大きな課題から小さな課題まで沢山の課題が出来

て、更に弓を知りたい、練習したいという意欲をいた

だいたのが収穫だったと思います。

男子は吉本名誉会長以来、入賞はおろか予選通過も

遠ざかっています。(今回の天皇盃の矢渡の射手は吉

本先生でした。立派に務められました。) 中堅層講

習会の受講生から天皇盃を目指す方が出てくること

を期待しながら、現役の選手で競技力の向上をはか

り、最高得点を目指して切磋琢磨していければと思い

ます。        （香芝支部 藤岡 順）

全日本学生弓道選手権大会

天理大学が女子団体戦で初優勝及び射道優秀賞

第 64 回全日本学生弓道選手権大会（8月 9 日～11 日・

日本武道館）女子団体戦で天理大学弓道部女子が初優

勝を果たすとともに、射道優秀賞をも受賞した。

女子団体戦メンバーは、岩下晴奈、輪玉実鈴、磯江

ほのか、遠近さやか、伊藤ゆりの各選手。女子団体戦

は 222 校が出場し、予選を通過した 24校で決勝トー

ナメント戦を行った。天理大学は 2 回戦の早稲田大学

戦で的中数が2度同数となり、苦しい戦いとなったが、

最終的に 2中対 1 中で接戦を制した。その後も勝ち進

み、準決勝では大阪芸術大学に 12 中対 7 中で、決勝

戦でも中央大学に 10中対 8 中で勝利し初優勝を果た

した。

全日本学生弓道選手権大会女子団体戦で初優勝を果たし、

優勝旗を手に、喜びの選手たち

（注：天理大学の了解のもと、ホームページから引用）

全日本学生弓道遠的選手権大会

天理大学が 個人戦男女そろって優勝

第 47 回全日本学生弓道遠的選手権大会（8 月 12 日・

首都大学東京特設弓道場）で、男子個人で脇田政宏 選

手が、女子個人で宮本佑香選手が優勝し、男女そろっ

ての優勝という快挙となった。

全日本学生弓道遠的選手権大会で優勝し、

喜びの脇田政宏、宮本佑香の両選手

（注：天理大学の了解のもと、ホームページから引用）
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五段昇段おめでとうございます

9 月２５日 近畿地域連合審査が京都武道セン

ター弓道場にて行われました。 奈良県からは

次の皆さんが合格され、めでたく五段に昇段さ

れました。

太田 和宏 （奈良支部）

安田 生子 （錬弓会 県弓道教室)

村上 正一 （奈良支部 ）

おめでとうございます。   

（事務局）



中高交流会を開催

男子は五條高校、女子は奈良北高校が優勝

第１３回中高交流会が１０月２日（日）に橿原公苑弓

道場で開催されました。競技は３人立、チーム２４射

高校上位３チーム・中学上位６チームが予選通過と

し、９チームにより巴戦（トーナメントで順位を決定）

が行われました。結果は次の通りです。

男子予選通過チーム

高校 １５中 五條高校 １４中 郡山高校、

１３中 高田商業高校（２チームにより競射）

中学 ９中  白橿中学Ａ ８中  天理南中学Ａ

７中  八木中学Ａ・青翔中学Ｂ

６中  香芝中学Ａ・青翔中学Ａ

（３チームにより競射）

女子予選通過チーム

高校 １５中 奈良北高校 １４中 郡山高校

１３中 奈良高校（２チームにより競射）

中学 １６中 橿原中学Ａ １０中 香芝中学Ｂ

９中 香芝中学Ａ・橿原中学Ｃ

８中 橿原中学Ｂ ７中 八木中学Ａ

男子巴戦

１回戦

青翔中学Ｂ４中・高田商業高校９中・白橿中学Ａ１中

高田商業高校が決勝進出

白橿中学Ａ１中・郡山高校５中・天理南中学Ａ７中

天理南中学Ａが決勝進出

青翔中学Ａ０中・五條高校８中・八木中学４中

五條高校が決勝進出

決勝

１位：五條高校 ９中 ２位：高田商業高校 ７中

３位：天理南中学Ａ

女子巴戦

１回戦

橿原中学Ｃ６中・奈良高校５中・橿原中学Ａ６中

同中競射により、橿原中学Ａが決勝進出

橿原中学Ｂ２中・郡山高校６中・香芝中学Ｂ３中

郡山高校が決勝進出

女子決勝巴戦で競技する選手たち

八木中学Ａ１中・奈良北高校７中・香芝中学Ａ７中

同中競射により、奈良北高校が決勝進出

決勝

１位：奈良北高校６中 ２位：郡山高校６中

３位：橿原中学Ａ６中 （順位は、同中競射による。）

           （高体連 藤村 佳照）

図書販売価格の変更のお知らせ

奈良県弓道連盟では、全日本弓道連盟発行の図書資

料の普及促進のため、県連で直接購入し、会員へ定価

より割引の価格にて販売しています。今般、全日本弓

道連盟では消費税引き上げに伴う図書定価の改定が

行われ、県連の購入価格も改定されました。この価格

改定に基づき、県連の扱う図書の販売価格を右記の通

り変更、本年 12 月 1 日より新価格で販売します。新

価格は、これまでと同様、定価より割引の価格設定と

なっています。購入にあたっては、冊数の管理上、支

部や学校の団体でまとめて申し込んでください。な

お、実施は平成２８年１２月１日からとします。

                （財務部 小林 保彦）

編｜集｜後｜記                

今月号では西浦先生に学生時代の天理大学弓道部で

の活躍の様子を随想にまとめていただきました。人一

倍 熱心な練習があって的中あり、と感じました。

ところで、偶然にも天理大学が全国大会で優勝した

との朗報を知り、遅ればせながら、掲載させていただ

きました。       編集担当 野尻賢司
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